










干Fうι . の 隆 夫氏 名 野
博士の専攻分野の名称 博 士 (文 学)
学位記番号 第 1 0 3 5 3 τEコミf
学位授与年月日 平成 4 年 6 月 23 日




教(副査授) 脇田 修 助教授平 雅行
論文内容の要旨
本論文は，日本における律令国家の成立から解体にいたる過程の社会を考古学的に解明しようとしたものである。
体裁はA5 版， 338頁からなり，本文は400字約700枚の分量をもち，さらに134の図と 26の表を付している。

































れるものの，須恵器や鉄が現れないことから，塩以外については 7 ，..._， 8 世紀に活発であった東北進出あるいは新羅や
唐との政治的緊張に伴う軍需物資補給との関係を考慮する必要を説く。つまり北陸は，律令国家にとって畿内をとり
まく手工業生産地帯の一環を構成し，畿内と東国という内と外への重要な物資補給地と位置づけられたと解釈する。







































もちろん，本論文が 7 世紀から 10世紀までの長期間における社会の多様な側面を扱ったために，個々の資料の分析
や評価については，さらに徹密な実証が欲しい部分がある。また古代国家の理論的把握において論理の整理の望まれ
る点がある。しかしながら，本論文の成果は，博士の学位にふさわしい水準にあるものと考えられる。
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